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1. はじめに 
近年、室内環境に起因する健康影響問題が複雑化してい

る。このような背景のもと、本研究では特に室内真菌に

起因するカビ臭に着目し、発生源側の臭気強度の測定を

行うと共に、チャンバー実験により知覚性空気質評価な

らびに生理指標の 1 つである脳波測定を行い、人体側の

影響を定量的に測定することで室内真菌の人体影響を

検討する。 
2. 既往研究 
香り(臭気)と脳への刺激･知覚プロセスに関しては比較

的多くの既往研究がある。中川ら文１)はラベンダー油や

レモン油やイソ吉草酸、原田ら文 2)はレモングラスとカ

モミールを用い、脳波測定等の被験者実験を行っている。

古賀ら文 3)は、カビのにおいを付けた水と蒸留水を使用

して、脳波の変動の違いを測定している。またP.O.Fanger
ら文 4)は知覚性空気質の概念を用いた被験者実験結果を

報告している。 
3. 実験概要 
被験者（パネル）として 20 代の男女各 15 名を対象とし

た実験室実験により、室内真菌に由来する臭気が人体生

理反応に及ぼす影響を検討する。事前に PDA 培地を塗布

したシャーレを用意し、大学キャンパスの教室内に、1
時間放置することで空中落下菌のサンプリングを行い、

インキュベータ内（28℃）で 10 日間培養する。Chamber
は 2 種類用意し、Chamber A には何も設置せず、ブラン

ク用として使用する。Chamber B には空中落下真菌を培

養したシャーレを 5 つ設置した。両Chamber に高純度の

人工空気を換気回数 600 [回/ｈ]で供給し、被験者にその

空気のにおいを嗅いでもらい、その間の脳波を測定する。

測定終了後には、被験者にアンケートを記入してもらう。

また、毎回脳波測定の直前に臭気センサーを使用し、両

Chamber 内の臭気強度レベルを測定する。 
3-1.臭気強度測定 
両チャンバーに空気を供給している状態で、臭気センサ

ーの吸引ノズルを、Chamber の臭気判定ノズル(コーン)
に挿入し、レベル表示で臭気強度を測定する。臭気セン

サーの詳細は註に示す。 
3-2.脳波測定 
被験者は測定前に温・湿度が一定の静寂環境下で待機す

る。その後、Chamber B 内の空気を 1 分間、その前後に

Chamber A(ブランク)内の空気を各 5 分間ずつ、計 11 分

間脳波測定を行った。実験スケジュールを図 3 に示す。

同様の実験を被験者に 2 回ずつ行い、計 60 個分のデータ

を取得する。脳波測定器の詳細は註に示す。 
3-3.知覚性空気質評価 (PAQ) 
Chamber A (ブランク)とChamber B (Fungi)の両者の空気

を対象として、においの程度の強さ、空気質が受け入れ

られるかどうか、鼻への刺激の強さをオリジナルに作成
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図 3 被験者実験タイムテーブル  

 
・においの程度の強さ 

 
・空気質の評価 

 

・鼻への刺激の程度 
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図 4 知覚性空気質評価スケール 
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図１ チャンバー配置図 

   
図 2 培養後の真菌(左)・脳波測定風景(右)
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図 5 臭気強度測定結果         図６ 脳波測定結果          図 7 知覚性空気質評価 

表 1 臭気センサー詳細

臭気センサー 新コスモス電機株式会社 XP-329Ⅲ 
測定対象 各種香気・臭気成分 
測定原理 高感度酸化インジウム系 

熱線型焼結半導体センサー 
測定範囲 レベル表示時:0～2000 
採取方式 マイクロエアポンプによる自動吸引式

吸引流量400±150ml/min 
表 2 脳波測定器詳細 
脳波測定器 株式会社 能力開発研究所  

Brain Builder Unit 
周波数特性 4～23Hz ±3db 
増幅度 差動入力に対し100db 
入力インピーダンス 10MΩ 
出力 シリアル8bit 
アイソレーション パソコン接地とセンサーバンド間、 

耐圧1000V、絶縁抵抗1000MΩ以上 

したアナログスケールで、被験者に主観申告させた。知

覚性空気質評価スケールを図 4 に示す。 
4. 実験結果 
4-1.臭気強度測定 
臭気強度測定結果を図 5 に示す。Chamber A の臭気強度

レベルの平均値は人間の知覚域以下の低レベルであっ

たのに対し、Chamber B の臭気強度レベルの平均値は

150[-]超える値となった。 
4-2.脳波測定 
図 6 にMidα波・θ波・β波の平均値を示す。Chamber A
の空気に比べ、Chamber B の空気のにおいを嗅いでいる

場合に脳波変動が観察され、特にChamber B の臭気判定

時にθ波が増加する結果となっている。Chamber B の臭

気判定後にChamber A の臭気を再判定した場合、α波・

θ波・β波の全ての脳波の値が低下する結果となった。 
4-3.知覚性空気質評価 
図 7 に知覚性空気質申告結果の平均値を示す。Chamber 
A(ブランク)の空気を曝露している時に比べ、Chamber B
の空気を暴露している時の方が、においの程度・鼻への

刺激を強く感じた人が多かった。また空気質の評価にお

いては、Chamber A からの空気は受け入れられるが、

Chamber B からの空気のにおいは明らかに受け入れるこ

とができないという評価となった。 
5. 考察 
臭気強度レベルで 10 倍程度の差を有する Chamber A と

Chamber B の条件で脳波測定を行った結果、若干ではあ

るが、カビ臭に起因する臭気強度レベルの高い Chamber 
B においてθ波・β波が増加する傾向が見られ、生理的

にある程度の不快感を感じていることが推察される。ま

た、Chamber B→Chamber A の順で臭気暴露を行った場合

には、全ての脳波レベルが低下しており、清浄空気吸引

時には生理的には定常に向かうことが予想される。また、

主観申告による知覚性空気質評価では、生理的な測定で

ある脳波測定結果と比較して、あきらかにChamber B の

空気が受け入れられないとの結果が顕れており、生理測

定と比較し、主観申告はより過大評価する傾向が見られ

る。また、今回の実験では簡易式脳波測定器を使用した

ため、脳の部位別に脳波測定が可能な高精度の脳波測定

器に比べ、正確さや結果の緻密性に欠けることが懸念さ

れる。この点に関しては今後の検討課題である。 
6. 結論 
(1) カビ臭が人体に与える影響を検討するため、Chamber
実験により臭気強度測定・脳波測定・主観申告による知

覚性空気質評価を行った。 
(2) 臭気強度測定では、カビ臭と何も設置していない

Chamber では、臭気強度レベルで 10 倍程度異なった。 
(3) 2 種類のChamber を用いて脳波測定を行った結果、特

にθ波・β波が、カビが設置されているChamber B の空

気に暴露している時に上昇する結果となった。また、カ

ビのにおいで汚染された空気を曝露する前に比べ、曝露

した後では、全脳波レベルが低下する結果となった。 
(4) 生理測定と比較し、主観申告による知覚性空気質 
評価では、カビ臭に起因する不快感を過大評価する傾 
向が観察された。 
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